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習者数は 3,984,538 人（09 年 3,651,232 人より 9.1%増）に達しているという（2012
年度日本語教育機関調査）．その中で日本語学習者数が最も多い国である中国の日本語
















































































































































































































































































2) 社会的体験を通した日本語学習方略の再構築  
社会との相互作用により得られる日本語学習の再構築を促進する学習方略の分
析 











































































り，初年次の 1 年，2 年は週に 8 コマ（1 コマ 1 時間），週に 4 日となっている．中上
級段階の 3 年，4 年生は週に 6 コマとなっている．「総合日本語」授業以外の科目はほ



















                                                   
1 「専業」は日本語の「専攻」という意味を指す．  
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表 1.1 U 大学日本語専攻１，2 年生時間割り（週） 
1 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
2 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 






日本語会話 4 コマ 日本語会話 4 コマ 
聴解 2 コマ 聴解 2 コマ 
社会学・政治学 3 コマ 社会学・政治学 3 コマ 
体育 2 コマ 体育 2 コマ 
パソコン応用 2 コマ パソコン応用 2 コマ 
 
表 1.2 U 大学日本語専攻 3，4 年生時間割り（週） 
3 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
4 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
総合日本語 6 コマ 総合日本語 4 コマ 
日本語会話 4 コマ 日本語会話 4 コマ 
日本語概論 2 コマ 日本語概論 2 コマ 
日本文化 2 コマ 日本文化 2 コマ 
日本文学 2 コマ 日本文学 2 コマ 
作文・読解 2 コマ 作文・読解 2 コマ 
ビジネス日本語 2 コマ ビジネス日本語 2 コマ 
聴解 2 コマ 聴解 － 





















の副詞の例文を通して．一橋大学留学生センター紀要 12, pp.59-71. 
崔世廣 (2008)異文化コミュニケーションと中国の日本語教育．国府台経済研究 19
（1）,pp.67-74． 
Horwitz,E.K.1988 The beliefs about language learning of beginning university 




























版は 1934 年）． 
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（筆者による『関於外語専業面向 21 世紀本科教育改革の若干意見』の一部訳） 

























































































































































































































































































































































































































































































































1 ここでいう「基礎段階」は大学の 1 年と 2 年のことで，「低学年」とも言われてい
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Siegal ， M （ 1996 ）． The role of  learner subjectivity in second language 

























































































 U 大学は中国の該省にある国立の総合大学であり，教育部直属の国家重点大学 2111
校に指定されている．U 大学には外国語学院 2 が設置され，日本語，英語，ロシア語
の専攻学科の他に，ドイツ語とフランス専修 3 のコースもある．日本語学科には，各
学年 3 クラスあり，一クラス 30〜32 人が在籍している．初中段階の 1 年と 2 年は「総





































1) インタビュー調査（第 4 章，第 5 章，第 6 章） 
2) 授業実践の参与観察記録（第 4 章） 


































































































 中国 U 大学日本語学科の 2 年生 32 名（4 グループ 8 名ずつ）． 
（2） 調査時期 




 受講生 32 名を４グループに分け，物語のジャーナルの交換を行った（図 4.1 参照）．
活動は 2 年前学期と後学期の 2 回実施した．オリエンテーション時に交換ルールを説








































化を行った（Patton, 2002; 北村,2005）．表 4.2 にカテゴリーおよびサブカテゴリー















































れる．これについて，表 4.4 で示していた学生 W と他学習者の「みんなの広場」を通
してのやり取りから，書く意欲が伝え合っている様子がうかがえる．  
 「（中略）一緒に頑張りましょう（学生 W）」，「W さんのスタートは本当にすばらし

























































































































































































































































































劉時珍（2009）中国の日本語教科書の副詞的な表現に関する一考察  : 『新編日語』

































期間  前学期 2011 年 9 月～ 2012 年１月  
後学期 2012 年 3 月～ 2012 年 7 月  
交換方法  ・ジャーナルは４冊，４グループ（８名）に１冊ずつ
配布  





字数  ・毎回， 200～ 400 字の範囲で書く  






































































































































































































































































































































































1) 調査時期 2013 年 9 月（一ヶ月間） 
2) 調査概要 
上記の 5 名の対象者全てから調査協力が得られたため，5 名に対しインタビュー
調査を行った．  


































































































































































































































































































































































































































































































































































以上の条件を満たす中国人体育・スポーツ専攻留学生 6 名に調査協力を依頼し，4 名か
110 
ら調査協力の承諾が得られた．最終的に，日本に滞在する，卓球，陸上競技，およびバス
ケットボールを専門とする中国人留学生 4 名を対象者とした．対象者 4 名のプロフィール
























































































































































































































































































































































































Schinke RJ,Hanrahan SJ,Catina P(2009） 






日本学生支援機構 (2012 ）平成 23 年度外国人留学生在籍状況調査結果．
http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/documents/data11.pdf，(参照日 2013 年












対象者 競技種目 中国での体育・スポーツ歴 日本での体育・スポーツ歴 
M 卓球 全国大会 6 位 
留学，学部生指導 
大会参加 
Y 卓球 全国大会 28 位 
留学，高校生指導 
大会参加 
























































































表 6.3 「日本語学習への意味づけ」の階層的カテゴリー及び主要な発話 
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Unnatural expressions and an inclination to grammar are common problem to be solved 
for non-native speakers of Japanese. The purpose of this study is to clarify, using 
qualitative data, Japanese language education program among foreign students who 
specialize in Japanese language in University. Thirty two Chinese students participated 
in Journal approach program in Japanese class. They completed semi-structured, 
in-depth, and open-ended interviews examining their perceptions and experiences of 
Japanese study. Participant observations were also used to collect data. Interview 
transcripts were subjected to deductive content analyses. Five hundred raw data 
themes, nine subcategories and three categories emerged. The study indicates that the 
learning process of Japanese influences the forming process of the communicative 
performance and mutual relationship with others. 
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